
コンタクト空ケースを捨てるのは 

～コンタクト空ケース eco プロジェクト～ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境編 

コンタクトレンズを使っている皆さん、レンズを入れた後の空ケース捨てていませんか？ 

コンタクト空ケースは再生に適したポリプロピレンという資源でできています。捨ててしまう

のはもったいない！ 

千葉県体験活動ボランティア活動支援センターに設置している回収ボックスへ入れるだけで、

ボランティアになり、社会貢献に繋がります。 

コンタクト空ケースはリサイクル業者が資源として買取り、その収益は「日本アイバンク協会」

に全額寄付されます。しかしながら、未だ回収率は全体の 1％未満。皆さんの力が必要です！ 

捨てればゴミ！生かせば資源・社会貢献！ 

①コンタクト空ケース回収の流れ 

■回収できるコンタクトレンズ空ケース 

使い捨てコンタクトレンズ空ケース(PP)ならどこのメーカーの空ケースでも回収できます。 

※使い捨てコンタクト空ケースの蓋(アルミ)の部分は取り除き、ケース(下のみ)を回収 BOX

へ入れてください。 

 

■空ケースの再資源化による環境保全 

  
  
   

 

 

 

 

 

②（公財）日本アイバンク協会への寄付 

■空ケースの収益は全額（公財）日本アイバンク協会へ寄付されます。 

 

使い捨てレンズ空ケ

ースが回収ＢＯＸに

いっぱいになった

ら、リサイクル業者

へ送ります。 

 

「日本アイバンク協会」とは… 

角膜の病気による視力障害の方の視力回復のた

めに、角膜移植を待つ方とドナーの架け橋の役目

を果たしています。アイバンクへの献眼登録の普

及活動や献眼希望者が亡くなった時に角膜の摘

出医を手配する活動を行っています。 

 

千葉県体験活動ボランティア活動支援センター 

〒277-0882 千葉県柏市柏の葉 4-3-1 千葉県生涯学習センター・芸術文化センター さわやかちば県民プラザ内 

TEL：FAX 04-7135-2200 メール：vc_chiba@pref.chiba.lg.jp 

リサイクル工場で洗

浄して粉々に粉砕さ

れます。 

燃やさないので 

ＣＯ₂削減にもつな

がります。 

粉砕されたら色付け

などの加工をされ

て、再生ポリプロピ

レン素材へ変身しま

す。 

洋服や文具など様々

なリサイクル品に生

まれ変わります。 

卓上用の回収ＢＯＸ

はリサイクル品のひ

とつです。 


